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４月５日には４８名の新入生を迎えて、第２３回入学式を挙行いたしました。 平成１９年４月の

若葉台中学校開校を控え、若葉台西中学校としての最後の一年間がスタートしました。閉校と開校と

いう大事業は、少子化が進行したまちの変化に伴う新たな学校づくりのチャンスであり、今日的な課

題に立ち向かい２１世紀に活躍する人材の育成を使命とした学校が、どうあればよいのかを再検討す

るチャンスでもあります。

横浜市教育委員会は１７年度から、ＰＳＹ（パイオニア スクール よこはま）という従来の制度

の枠に限定されない発想で学校づくりを考えようとする学校を募っております。若葉台の５校は、今

年度このＰＳＹの指定を受け、『学校力と地域力で創る学校～小中学校再編に伴う小中一貫教育のカリキ

ュラム編成～』を事業名に掲げて取り組んでまいります。４年間の指定となりますが、３年経過したと

ころで研究の吟味をすることになっています。今年度は、義務教育９年間を見通した視点をベースに

置きながらも、若葉台３小学校間で小学校レベルの研究を、２中学校間で中学校レベルの研究をして

行きます。これはそのまま各学校ごとに歴史を重ねてきた教育活動への共通理解を持つ場となり、統

合に向けての調整作業になります。児童・生徒が不安や混乱なく統合校へ移行することを第一に考え

ておりますので、小・中学校の関係について踏み込んでいくのは、その後になります。

これらの課題に取り組みながらも、今年度の本校の教育は弛むことなく、有終の美を飾れるよう教

職員一同心掛けてまいります。何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 （学校長）

◎○ 横浜市立若葉台西中学校教育目標 ○◎

１ 自他を認め合い、互いに支え合う生き方を大切にします。

２ 自ら課題を持ち、考え、解決しようとする生き方を大切にします。

３ 自らの生き方を考え、社会の一員としての責任を自覚した行動を大切にします。

○◎ 平成１８年度 横浜市立若葉台西中学校経営方針 ◎○

「だれもが」「安心して」「豊かに」生活し、『なりたい自分を探し、

なれる自分をつくる学校』を目指し、学校教育目標の具現化を図る。

１ なりたい自分を探し、なれる自分をつくる学校づくり （人格形成・生きる力の育成）

２ 常に子どもから出発し、子どもに帰る教育実践 （教育課程の運営・改善）

３ 教師は最大の教育環境 （教職員の資質の向上、研修の充実）

４ 学校で基礎力を培い、まちで実践力を磨く （家庭・地域との連携・協働）

５ 学校統合事業の推進と新設校へのスムーズな移行 （統合準備・ＰＳＹ）

○◎ 平成１８年度 指導の重点 ◎○

１ 安心して伸び伸びと自分の力を発揮して学校生活が送れるよう、信頼関係の確立に努め、人

権尊重の視点で身近な生活を振り返り、課題解決に取り組む生徒の育成に努める。

２ 生徒の自発性を生かし、体験的・実践的な活動を取り入れて学びの過程をたいせつにし、生

徒一人ひとりのよさや可能性を最大限に伸ばす授業および諸活動の工夫・改善を図る。

３ 小規模校に起因する課題があること、学校統合を控えていること等、本年度の学校事情を勘

案して、個々の生徒および保護者の安心が図られるよう、より親切により丁寧に情報の収集

および発信に努める。

◇◆ 平成 1８年度 生徒数 学級数 ◆◇

男 女 合計 普通級 個別支援級

１年 ２５ ２３ ４８ ２

２年 ２６ ３９ ６５ ２

３年 ２３ ３５ ５８ ２

知的 １

情緒 １

合計 ７４名 ９７名 １７１名 ６クラス ２クラス



◆◇ 平成 1８年度 教職員配置 ◇◆

校 長 田中 明子

副校長 鈴木 義久

１ 年 ２ 年 ３ 年

１組 野口 奈奈（数学） １組 小坂 清美（国語） １組 最上 玲子（音楽）

２組 遠藤 通秋（国語） ２組 萩原 雅友（理科） 学・進・２組 岡部 功（数学）

３組 滑川 好之（個・社） ３組 冨沢加津子（個別） 教 菊池 幸男（理科）

学 小畑 謙二（保体） 学 榎本美津子（英語） 木村久美子（社会）

福井 綾子（美術） 生 宇田 肇（技家） 中満 亜紀（英語）

非常勤講師 片柳 健（数学） 非常勤講師 奥山 理恵（保体） 保・養護教諭 村越 弓子

事務職員 小林 一夫 技術員 稲垣 康子 下川 康司

スクールカウンセラー 村松 奈美 ＡＥＴ Steven Ritchie

学校医 【内科】岩間 博士 【眼科】大西 宏司 【歯科】矢吹 博英

【耳鼻咽喉科】木村 晴 【薬剤師】百木美代子

（教）教務主任，（学）学年主任，（進）進路指導主任，（生）生徒指導専任，（保）保健主任

☆★☆ 入学式 『新入生のことば』 ☆★☆

桜の花がとても綺麗に咲き、暖かい風と共に春が来ました。そして今日、私たちは若葉台西中学校

の新入生として入学します。学校再編のため若葉台西中学校最後の入学式です。

全く知らない未知の世界、中学校への新たな旅立ちに、大きな希望そして期待を持ち、今日の日を

迎えました。しかし、それとは反対に、中学生になると小学生の頃とは違って勉強が難しくなるので

不安な気持ちでいっぱいです。

けれども、楽しみな部活動も始まります。私はバドミントン部に入って頑張ろうと思います。今ま

での小学校生活を共に過ごしてきた友達、そして、中学校での新しい仲間と共に、充実した生活を楽

しく過ごしていきたいです。そして、色々なことに挑戦して、自分を信じて一生懸命頑張ります。

保護者の皆さま、地域の方々、私たちの入学式に出席していただきありがとうございます。こうし

て私たちが入学式を迎えられるのも、今まで、私たちの成長を見守り支えてくださった皆さまのおか

げです。これからも心配や迷惑を掛けるかもしれませんが、今まで同様、応援よろしくお願いします。

最後になりますが、先生、先輩の皆さん、右も左も分からないような私たちですが、これからよろし

くお願いします。 平成１８年４月５日 新入生代表 大田 敦子

★☆☆ 入学式 『歓迎のことば』 ☆☆★

新入生の皆さん、本日はご入学おめでとうございます。

私たちは皆さんが入学されるのを心待ちにしていました。二・三年生を代表して、一言お祝いの言葉

を申し上げます。

中学校という新しい環境の中で、皆さんは期待と不安で胸がいっぱいだと思います。皆さんはこの

若葉台西中学校で、中学生として記念すべき第一歩を踏み出されました。本校は、来年度より、若葉

台中学校に変わります。よって、この一年は、若葉台西中学校にとってとても大切な一年になります。

一日一日を素晴らしいものにして欲しいと思います。

さて、皆さんは中学校にどんなイメージを持って、そこに座っているのでしょうか。制服がある、

先輩がこわい、部活動がある、先生が授業によって替わる、英語がある、お昼がお弁当である、他に

も沢山あると思います。では、実際はどうだと思いますか？私は皆さんの心の中にあるイメージ全て

が正解だと思います。ただ一つだけ違いがあるとすれば、厳しいことはあるかもしれませんが、中学

校は決してこわいところではなく、『自分の可能性を大きく伸ばすことのできる場所』なのです。

本校の田中校長先生は、私たちによく、『なりたい自分を探し、なれる自分をつくる場所』と話して

くださいます。本当に、若葉台西中学校はそのような場所だと思います。

さあ、皆さんも今日から若葉台西中学校の一員です。助け合い、協力し合って、一度しかない中学

校時代を、素晴らしい心に刻まれるものにしていきましょう。輝ける自分を創っていってください。

本日は、ご入学おめでとうございます。 平成１８年４月５日 生徒会長 天野 あき


